
木
村
福
成
教
授 

最
終
講
義
の
ご
案
内 

  

謹
啓 

初
春
の
候,
︑
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
︒ 

 

さ
て
︑
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
木
村
福
成
教
授
に
お
か
れ
ま
し
て
は
︑
来
る
三
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て

定
年
に
よ
り
経
済
学
部
教
授
を
退
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒ 

 

先
生
は
平
成
六
年
四
月
に
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
助
教
授
に
就
任
さ
れ
て
以
来
二
十
九
年
に
わ
た
り
本
塾

に
在
籍
さ
れ
︑
教
育
・
研
究
・
学
内
行
政
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
︒
数
多
く
の
有
意
な
人
材
を
世
に
送
り
出

し
た
他
︑
塾
内
で
は
︑
経
済
学
研
究
科
長
︑
国
際
経
済
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
︑
ま
た
︑
塾
外
で

も
︑
日
本
国
際
経
済
学
会
会
長
︑
東
ア
ジ
ア
・
ア
セ
ア
ン
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
な
ど
︑
学

会
・
国
際
機
関
で
学
術
振
興
に
貢
献
し
︑
国
の
審
議
会
・
研
究
会
等
に
お
い
て
も
︑
委
員
・
委
員
長
と
し
て
国
際

経
済
問
題
・
統
計
デ
ー
タ
等
の
知
見
を
政
策
に
反
映
し
︑
社
会
に
還
元
す
る
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
︒ 

 

こ
の
た
び
︑
先
生
の
退
任
に
あ
た
り
︑
長
年
の
功
績
を
称
え
︑
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
す
べ
く
︑
先
生
の

最
終
講
義
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
︒ 

ご
多
忙
中
と
は
存
じ
ま
す
が
︑
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
ご
出
席
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
︒ 敬

具 

令
和
六
年
一
月
吉
日 

    

記 
 

木
村
福
成
教
授
最
終
講
義 

 

日 

時 

令
和
六
年
三
月
十
六
日
︵
土
︶ 

時 

間 

午
後
二
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分 

場 

所 

慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
西
校
舎
五
一
九 

演 

題 

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
東
ア
ジ
ア 

 

＊
出
欠
の
ご
連
絡
に
つ
き
ま
し
て
は
︑
特
に
必
要
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
︑
是
非
お
越
し
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
︒ 

＊
来
校
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
頂
き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
︒ 

 

お
問
い
合
わ
せ
先 

〒
一
〇
八―

八
三
四
五 

東
京
都
港
区
三
田
二―

十
五―

四
十
五 

慶
應
義
塾
大
学
産
業
研
究
所 

清
田
耕
造 

E-m
ail: kiyota@

keio.jp 

以
上 



 
 
 
 

 
 
 
12番：西校舎 519 
 
 
 
 

交通アクセス 
・田町駅（JR 山手線／JR京浜東北線）徒歩 8 分 
・三田駅（都営地下鉄浅草線／都営地下鉄三田線）徒歩 7分 
・赤羽橋駅（都営地下鉄大江戸線）徒歩 8分 
 

 


